
國學院大學学術情報リポジトリ

劉知幾系属攷 : 六朝期彭城劉氏の学問を中心として

言語: Japanese

出版者: 

公開日: 2024-04-30

キーワード (Ja): 『史通』, 劉知幾, 学問形成, 彭城劉氏,

劉芳

キーワード (En): 

作成者: 名越, 健人

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.57529/0002000336URL



49

一
、
は
じ
め
に

　

後
漢
か
ら
六
朝
期
に
お
け
る
中
国
の
学
術
の
変
容
に
つ
い
て
、
吉
川
忠
夫
氏
は
後
漢
以
降
、
教
学
の
中
心
が
太
学
か
ら
地
方
の
学
塾
等
に
移
っ
て
い
っ
た
と

し
て
、
そ
の
具
体
的
な
拠
点
の
変
化
を
以
下
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る１

。

　

本
稿
は
、『
史し

　
つ
う通

』
を
著
し
た
唐
代
の
史
家
・
劉

り
ゅ
う

知ち

幾き

（
六
六
一
～

七
二
一
）
の
学が

く
も
ん問

形け
い
せ
い成

に
つ
い
て
、
彼
を
輩
出
し
た
彭ほ

う

城じ
ょ
う

劉り
ゅ
う

氏し

の
祖
先

と
家
庭
環
境
と
に
焦
点
を
当
て
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

劉
知
幾
の
遠
祖
に
は
、
北
魏
随
一
の
大
儒
で
あ
る
劉

り
ゅ
う

芳ほ
う

が
い
る
。
彼
は

捕
虜
の
身
か
ら
起
家
し
、
礼
学
・
小
学
に
精
通
し
て
い
た
学
問
を
活
か
し

て
、
北
魏
・
孝
文
帝
の
漢
化
政
策
の
も
と
活
躍
し
た
。
劉
芳
の
子
孫
た
ち

も
同
じ
く
、
北
魏
・
北
斉
に
お
い
て
学
識
を
評
価
さ
れ
て
高
官
に
就
い
た

者
も
お
り
、
漢
文
化
の
受
容
に
努
め
て
い
た
北
朝
社
会
で
、
特
定
の
学
問

を
有
し
た
彼
ら
は
、
歓
迎
を
受
け
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

た
。
劉
知
幾
の
父
祖
に
至
り
、
文
苑
伝
に
名
を
連
ね
る
才
筆
の
誉
れ
高
い

人
士
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
従
祖
父
の
劉
胤
之
は
国
史
編
纂
に
も
携

わ
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
好
学
の
士
を
輩
出
し
た
彭
城
劉
氏
の
伝
統

は
、
劉
知
幾
の
学
問
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
可
能
性
が
あ

る
。
た
だ
し
、
そ
の
一
方
で
彼
の
学
問
研
鑽
が
、「
師
訓
を
假
ら
」
な
い

独
創
的
で
比
較
的
自
由
度
の
高
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
重
視
す
べ
き

で
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
た
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】『
史し

通つ
う

』　

劉
り
ゅ
う

知ち

幾き　

学が
く
も
ん問
形け
い
せ
い成　

彭ほ
う

城じ
ょ
う

劉り
ゅ
う

氏し　

劉
り
ゅ
う

芳ほ
う

論
　
文
　
要
　
旨

劉
知
幾
系
属
攷

―
六
朝
期
彭
城
劉
氏
の
学
問
を
中
心
と
し
て
―

名
　
越
　
健
　
人
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�

か
く
学
術
の
拠
点
が
中
央
か
ら
地
方
に
移
る
こ
と
は
後
漢
時
代
か
ら
六
朝
時
代
に
か
け
て
の
趨
勢
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
ま
た
地
方
に
根
を
有

す
る
際
立
っ
た
「
家
族
（
門
閥
）」
が
学
術
を
担
う
拠
点
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
「
六
朝
時
代
に
な
る
と
、「
家
学
」
と
呼
ば
れ
る
べ
き
も
の
の
存
在
を
経
学
以
外
の
広
い
分
野
に
指
摘
で
き
る
」
と
も
述
べ
る
。
つ
ま
り
、後
漢
以
降
、

学
術
の
場
が
地
方
、
延
い
て
は
「
家
」
に
向
か
っ
た
と
し
、
祖
先
よ
り
継
承
さ
れ
た
学
術
で
あ
る
「
家
学
」
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
、
と
指
摘
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
吉
川
氏
の
指
摘
を
踏
ま
え
れ
ば
、
南
北
朝
・
隋
唐
の
学
術
の
担
い
手
を
検
討
す
る
際
は
、
そ
の
学
問
形
成
に
資
し
た
家
庭
環
境
を
も
考
察
の
対
象

と
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

さ
て
本
稿
は
、
初
唐
・
盛
唐
期
に
活
躍
し
た
史
家
・
劉
知
幾
（
六
六
一
～
七
二
一
）
の
学
問
形
成
の
検
討
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
彼
の
学
問
形
成
に
関
す
る

先
行
研
究
は
、
劉
知
幾
が
受
容
し
た
書
物
に
つ
い
て
の
考
察
は
多
い
も
の
の
、
管
見
に
よ
れ
ば
彼
の
一
族
と
そ
の
動
向
や
劉
知
幾
へ
の
影
響
の
程
度
に
つ
い
て

専
門
的
に
論
じ
た
も
の
は
皆
無
に
等
し
い
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
る２

。

　

そ
こ
で
、
本
稿
は
劉
知
幾
の
学
問
形
成
に
つ
い
て
、
如
上
の
「
家
学
」
と
い
う
視
座
に
立
っ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
劉
知
幾
の
本
貫
は
徐
州
彭
城
（
現
在

の
江
蘇
省
徐
州
市
）
と
あ
る３

。
彭
城
劉
氏
は
漢
室
を
淵
源
に
持
ち
、
好
学
の
士
や
高
官
を
多
数
輩
出
し
た
名
門
漢
人
貴
族
で
あ
る
。
こ
う
し
た
家
格
は
唐
代
に

入
っ
て
も
な
お
存
続
し
て
お
り
、
中
唐
の
劉
禹
錫
が
中
山
無
極
の
出
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、『
旧
唐
書
』
巻
一
六
四
の
本
伝
が
郡
望
と
し
て
彭
城
の
出
で
あ

る
と
記
載
し
た
こ
と
か
ら
も
窺
い
知
れ
る４

。
こ
の
よ
う
に
望
族
で
あ
っ
た
彭
城
劉
氏
に
は
、
一
族
内
で
特
定
の
学
術
や
文
化
を
有
し
て
お
り
、
劉
知
幾
の
学
問

形
成
に
多
大
な
る
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
推
測
さ
れ
る
。

　

以
上
の
問
題
意
識
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で
は
北
朝
に
出
仕
し
た
劉
知
幾
の
祖
先
の
人
物
像
を
明
ら
か
に
し
、
彼
ら
の
学
術
や
動
向
を
描
出
す
る
。
そ
れ
に
よ

り
、
劉
知
幾
の
学
問
形
成
過
程
に
彼
が
属
し
た
家
系
が
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。
な
お
、
本
稿
に
お
け
る
北
朝
と
は
北
魏
・
北
斉
を
指
す

こ
と
と
し
た
い
。
各
正
史
の
引
用
は
中
華
書
局
の
点
校
本
に
拠
っ
た５

。
ま
た
、
彭
城
劉
氏
は
後
漢
か
ら
六
朝
期
を
通
し
て
多
様
な
支
流
が
存
在
し
て
い
る
が
、

本
稿
は
劉
知
幾
の
祖
先
の
み
を
検
討
の
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。
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二
、
彭
城
劉
氏
の
淵
源
と
系
譜

　

本
章
で
は
彭
城
劉
氏
の
淵
源
と
劉
知
幾
に
至
る
ま
で
の
系
譜
を
示
し
て
お
き
た
い
。

　

彭
城
劉
氏
の
淵
源
は
漢
室
の
劉
氏
で
あ
る
。
そ
の
劉
氏
の
中
で
彭
城
を
拠
点
と
し
た
の
は
、
漢
の
高
祖
の
弟
、
楚
元
王
交
の
血
筋
で
あ
る
劉
歆
の
子
孫
で
あ

り
、
そ
こ
か
ら
叢
亭
・
綏
輿
・
安
上
里
に
分
か
れ
た
ら
し
い６

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
劉
知
幾
が
唱
え
た
説
は
そ
れ
と
相
違
し
て
い
る
。
劉
知
幾
は
、
自
ら
の
系
譜
に
つ
い
て
興
味
を
示
し
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
散

逸
し
た
が
『
劉
氏
家
史
』・『
譜
考
』
な
る
も
の
も
著
し
て
い
る
。
さ
ら
に
『
旧
唐
書
』
の
本
伝
に
は
、
劉
氏
の
出
自
を
め
ぐ
る
考
察
が
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

�

…
推
す
に
漢
氏
は
陸
終
の
苗
裔
爲
り
て
、
堯
の
後
に
非
ず
。
彭
城
叢
亭
里
の
諸
劉
は
、
宣
帝
の
子�

楚
孝
王
囂
の
曾
孫
司
徒
居
巢
侯
劉
愷
の
後
よ
り
出
づ

れ
ば
、
楚
元
王
交
を
承
け
ず
。
…

　
　

…
推
漢
氏
爲
陸
終
苗
裔
、
非
堯
之
後
。
彭
城
叢
亭
里
諸
劉
、
出
自
宣
帝
子
楚
孝
王
囂
曾
孫
司
徒
居
巢
侯
劉
愷
之
後
、
不
承
楚
元
王
交
。
…

『
旧
唐
書
』
巻
一
〇
二
、
劉
知
幾
伝

　

劉
知
幾
は
自
ら
の
属
す
る
叢
亭
里
の
彭
城
劉
氏
は
宣
帝
の
子
、
孝
王
囂
の
曽
孫
で
あ
る
劉
愷
を
遠
祖
と
し
、
楚
元
王
交
の
子
孫
で
は
な
い
、
と
し
て
い
る
。

こ
の
議
論
は
深
入
り
せ
ず
一
旦
措
く
こ
と
と
す
る
が
、
ひ
と
ま
ず
彭
城
劉
氏
を
、
後
漢
前
期
の
劉
愷
か
ら
劉
知
幾
の
子
ま
で
に
限
定
す
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
な

系
譜
を
描
く
こ
と
が
出
来
る
。
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【
系
譜７

】（
本
稿
で
検
討
を
加
え
た
人
物
に
は
傍
線
を
示
し
た
）

禕

　

次
に
系
譜
の
中
で
各
正
史
に
記
述
が
あ
る
特
徴
的
な
人
物
の
学
術
や
動
向
を
以
下
で
検
討
し
、
劉
知
幾
の
祖
先
た
ち
が
有
し
た
学
術
・
文
化
を
考
察
し
て
い

く
こ
と
と
し
た
い
。

三
、
北
朝
か
ら
唐
初
に
お
け
る
劉
知
幾
の
祖
先
た
ち

　

本
章
で
は
先
の
系
譜
に
挙
げ
た
劉
知
幾
の
祖
先
で
特
徴
的
な
人
物
を
取
り
上
げ
、
各
正
史
の
伝
に
基
づ
き
各
個
人
の
人
物
像
や
動
向
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

は
じ
め
に
北
魏
の
劉
芳
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。
劉
芳
は
彭
城
劉
氏
を
考
察
す
る
上
で
看
過
で
き
な
い
極
め
て
重
要
な
人
物
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
劉
芳

が
北
魏
に
仕
官
し
て
以
降
、
そ
れ
を
縁
故
と
し
て
多
く
の
彭
城
劉
氏
が
北
朝
へ
と
帰
順
し
て
お
り
、
か
つ
ま
た
彼
は
北
魏
の
学
術
界
随
一
の
学
者
に
な
る
ま
で

に
至
っ
て
お
り
、
北
朝
の
学
術
を
考
察
す
る
上
で
も
重
要
な
存
在
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
の
官
界
で
の
活
躍
は
、
当
時
の
社
会
情
勢
と
密
接
な
関
係

23-10-387_005-名越健人氏.indd   5223-10-387_005-名越健人氏.indd   52 2024/02/15   13:22:272024/02/15   13:22:27



53

に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
同
時
に
論
証
し
て
い
き
た
い
。

三
―
一
、
劉
芳
に
つ
い
て

　
『
魏
書
』
巻
五
五
、
劉
芳
伝
に
は
、
劉
芳
と
そ
の
子
息
及
び
劉
儈
利
、
劉
世
明
の
伝
が
あ
る８

。
以
下
で
要
点
を
挙
げ
て
彼
の
経
歴
を
整
理
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　

劉
芳
の
経
歴
や
学
問
を
検
討
す
る
に
先
立
ち
『
顔
氏
家
訓
』
勉
学
篇９

に
見
え
る
劉
芳
に
対
す
る
同
時
代
の
評
価
を
見
て
お
き
た
い
。
顔
之
推
に
よ
れ
ば
、
漢

代
は
経
書
を
研
鑽
し
「
卿
相
」
と
な
っ
た
も
の
多
数
い
た
が
、
今
は
そ
う
で
は
な
く
な
り
経
書
を
専
修
で
き
て
い
る
者
が
い
な
い
、
と
指
摘
す
る
。
そ
う
し
た

状
況
で
も
経
書
の
専
修
を
達
成
で
き
て
い
る
学
者
を
挙
げ
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

�

…
洛
陽
に
亦
た
崔
浩
・
張
偉
・
劉
芳
を
聞
き
、
鄴
下
に
又
邢
子
才
を
見
る
。
此
の
四
儒
は
、
經
術
を
好
む
と
雖
も
、
亦
た
才
の
博
き
を
以
て
名
を
擅
に
す
。

　
　

…
洛
陽
亦
聞
崔
浩
・
張
偉
・
劉
芳
、
鄴
下
又
見
邢
子
才
。
此
四
儒
者
、
雖
好
經
術
、
亦
以
才
博
擅
名
。

『
顔
氏
家
訓
』
勉
学
篇

　

北
魏
の
都
で
あ
る
洛
陽
に
て
経
学
に
精
通
し
、
博
識
で
高
名
で
あ
っ
た
儒
者
と
し
て
劉
芳
を
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
北
朝
に
身
を
置
い
た
経
験
を
持
つ
顔

之
推
の
評
価
か
ら
、
劉
芳
は
北
朝
の
学
術
界
随
一
の
学
者
と
い
う
評
価
を
得
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、『
北
史
』
巻
八
一
、
儒
林
伝
上

の
序
文
に
は
孝
文
帝
に
よ
る
儒
学
振
興
に
お
い
て
、
そ
の
一
役
を
担
っ
た
学
者
の
一
人
と
し
て
、
筆
頭
に
名
前
が
挙
が
っ
て
い
る
。

⑴
　
幼
少
期
か
ら
北
魏
へ
の
仕
官
ま
で

　

劉
芳
は
如
何
な
る
生
涯
を
歩
み
、
如
何
な
る
学
問
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
の
生
涯
で
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
は
、
南
朝
か
ら
北
魏
に
帰

順
し
た
こ
と
で
あ
る
。
で
は
、『
魏
書
』
の
伝
（
以
下
本
伝
と
す
る
）
の
記
述
を
追
っ
て
見
て
い
き
た
い
。
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�

劉
芳
、
字
は
伯
文
、
彭
城
の
人
な
り
。（
中
略
）
父
の
邕
、
劉
駿
（
宋
の
孝
武
帝
）
に
兗
州
長
史
た
り
。（
中
略
）
邕�

劉
義
宣
の
事
を
同
に
し
、
身�

彭
城

に
死
す
。
芳�

伯
母
の
房
に
随
ひ
青
州
に
逃
竄
し
、
會
た
ま
赦
免
せ
ら
る
。（
中
略
）
芳
の
母
子�

梁
鄒
城
に
入
る
。
慕
容
白
曜
の
南
し
て
靑
齊
を
討
つ
や
、

梁
鄒
降
り
、
芳�

北
徙
せ
ら
れ
て
平
齊
民
と
爲
る
。
時
に
年
十
六
な
り
。
南
部
尚
書
李
敷
の
妻
は
、
司
徒
崔
浩
の
弟
女
、
芳
の
祖
母
は
、
浩
の
姑
な
り
。

芳�

京
師
に
至
り
、
敷
の
門
に
詣
り
、
崔　

芳
の
流
播
せ
る
を
耻
ぢ
、
拒
み
て
之
を
見
ず
。
芳�

窮
窘
の
中
に
處
る
と
雖
も
、
而
れ
ど
も
業�

尙
ほ
貞
固
に
し

て
、
聰
敏
人
に
過
ぎ
、
志
を
墳
典
に
篤
く
す
。

　
　

�

劉
芳
、
字
伯
文
、
彭
城
人
也
。（
中
略
）
父
邕
、
劉
駿
兗
州
長
史
。（
中
略
）
邕
同
劉
義
宣
之
事
、
身
死
彭
城
。
芳
隨
伯
母
房
逃
竄
青
州
、
會
赦
免
。（
中
略
）

芳
母
子
入
梁
鄒
城
。
慕
容
白
曜
南
討
靑
齊
、
梁
鄒
降
、
芳
北
徙
爲
平
齊
民
、
時
年
十
六
。
南
部
尚
書
李
敷
妻
、
司
徒
崔
浩
之
弟
女
、
芳
祖
母
、
浩
之
姑
也
。

芳
至
京
師
、
詣
敷
門
、
崔
耻
芳
流
播
、
拒
不
見
之
。
芳
雖
處
窮
窘
之
中
、
而
業
尙
貞
固
、
聰
敏
過
人
、
篤
志
墳
典
。

『
魏
書
』
巻
五
五
、
劉
芳
伝

　

南
朝
宋
に
仕
え
て
い
た
父
の
劉
邕
は
、
劉
義
宣
の
謀
反
に
連
座
し
て
亡
く
な
る
。
劉
芳
は
母
と
と
も
に
逃
亡
し
、
北
魏
の
平
斉
民
と
な
っ
た
。
そ
の
時
、
歳

は
十
六
で
あ
っ
た
。
縁
戚
を
頼
り
京
師
で
南
部
尚
書
の
地
位
に
い
た
李
敷
を
訪
ね
て
い
る
が
、
面
会
を
拒
絶
さ
れ
て
い
る
。
困
窮
の
中
で
学
業
を
積
み
志
は
篤

実
で
あ
っ
た
、
と
あ
る
。

　

平
斉
民
と
は
、
北
魏
が
支
配
し
た
青
斉
地
方
の
漢
人
達
を
首
都
平
城
の
近
郊
に
あ
る
平
斉
郡
に
強
制
移
住
さ
せ
監
視
さ
せ
た
、
い
わ
ゆ
る
捕
虜
の
こ
と
で
あ

る10

。
こ
こ
で
は
北
魏
の
皇
興
三
年
（
四
六
九
）
に
慕
容
白
曜
の
率
い
る
北
魏
軍
が
青
斉
地
方
を
征
服
し
た
こ
と
に
よ
り
、
当
地
の
漢
人
で
あ
っ
た
劉
芳
も
平
斉

民
と
し
て
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

本
伝
に
は
、
平
斉
民
と
し
て
の
困
窮
し
た
生
活
と
北
魏
へ
の
出
仕
の
記
述
が
続
く
。

　
　

�

芳�

常
に
諸
僧
の
爲
に
傭
わ
れ
て
經
論
を
寫
し
、
筆
跡�

善
と
稱
さ
れ
、
卷
直�

一
縑
を
以
て
し
、
歲
中
に
能
く
百
餘
匹
を
入
れ
、
此
の
如
き
こ
と
數
十
年
に

し
て
、
賴と

り
て
以
て
頗
る
振
ふ
。
是
れ
に
由
り
て
德
學
の
大
僧
と
、
多
く
還
往
有
り
。
時
に
南
方
の
沙
門
惠
度
の
事
を
以
て
責
め
ら
れ
、
未
だ
幾
く
も
な
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ら
ず
し
て
暴
亡
す
る
有
り
。
芳�

因
緣
も
て
關
知
せ
ら
れ
、
文
明
太
后�

召
し
て
禁
中
に
入
れ
、
之
を
鞭
つ
こ
と
一
百
。
時
に
中
官
の
李
豐�

其
の
始
末
を
主

り
、
芳
の
篤
學
に
し
て
志
行
有
る
を
知
り
、
之
を
太
后
に
言
ひ
、
太
后�

微
か
に
心
に
愧
づ
。（
中
略
）
俄
に
し
て
芳
と
產
（
邢
產
）
と
に
詔
し
て
入
り
て

皇
太
子
に
經
を
授
け
し
め
、
太
子
庶
子
に
遷
し
、
員
外
散
騎
常
侍
を
兼
ね
し
む
。（
中
略
）
芳
は
才
思
深
敏
に
し
て
、
特
に
經
義
に
精
し
く
、
博
聞
强
記
、

『
蒼
』・『
雅
』
を
兼
覧
し
、
尤
も
音
訓
に
長
じ
、
辨
析�

疑
無
し
。

　
　

�

芳
常
爲
諸
僧
傭
寫
經
論
、
筆
跡
稱
善
、
卷
直
以
一
縑
、
歲
中
能
入
百
餘
匹
、
如
此
數
十
年
、
賴
以
頗
振
。
由
是
與
德
學
大
僧
、
多
有
還
往
。
時
有
南
方
沙

門
惠
度
以
事
被
責
、
未
幾
暴
亡
。
芳
因
緣
關
知
、
文
明
太
后
召
入
禁
中
、
鞭
之
一
百
。
時
中
官
李
豐
主
其
始
末
、
知
芳
篤
學
有
志
行
、
言
之
於
太
后
、
太

后
微
愧
於
心
。（
中
略
）
俄
而
詔
芳
與
產
入
授
皇
太
子
經
、
遷
太
子
庶
子
、
兼
員
外
散
騎
常
侍
。（
中
略
）
芳
才
思
深
敏
、
特
精
經
義
、
博
聞
强
記
、
兼
覽

『
蒼
』・『
雅
』、
尤
長
音
訓
、
辨
析
無
疑
。

『
魏
書
』
巻
五
五
、
劉
芳
伝

　

そ
の
後
、
僧
侶
た
ち
に
雇
わ
れ
て
仏
典
の
書
写
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
彼
ら
と
交
友
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。「
傭
書
」
す
な
わ
ち
仏
典
の
書
写
は
、
平
斉
民

の
知
識
階
層
が
自
身
の
困
窮
を
切
り
抜
け
る
手
段
と
し
て
生
活
の
資
を
得
て
い
た
、と
の
指
摘
も
あ
る11

。
ま
た
、劉
芳
を
含
む
南
朝
出
身
の
平
斉
民
た
ち
の
「
傭

書
」
が
南
朝
の
書
法
の
北
朝
へ
の
伝
播
・
拡
散
に
一
役
を
買
っ
て
い
た
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る12

。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
南
朝
か
ら
の
移
民
・
捕
虜
で
あ
る
平
斉

民
と
し
て
生
活
し
、「
傭
書
」
に
よ
り
糊
口
を
し
の
い
だ
経
験
は
、
劉
芳
の
生
涯
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
こ
こ

で
の
彼
の
苦
学
し
た
経
験
が
北
魏
へ
の
仕
官
の
際
に
大
い
に
裨
益
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

苦
学
し
た
劉
芳
に
出
仕
す
る
機
会
が
訪
れ
た
。
そ
れ
は
沙
門
の
恵
度
が
起
こ
し
た
事
件
に
連
座
し
、
文
明
太
后
の
も
と
に
召
喚
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
の

事
件
を
担
当
し
た
官
吏
の
李
豊
が
劉
芳
の
篤
学
と
志
行
を
高
く
評
価
し
、
太
后
に
助
言
し
た
こ
と
か
ら
彼
女
の
心
情
を
動
か
し
て
、
そ
れ
を
契
機
と
し
て
北
魏

に
出
仕
し
た
の
で
あ
る
。
劉
芳
が
皇
太
子
の
侍
読
と
な
り
、
経
義
に
精
通
し
「
博
聞
強
記
」
で
小
学
に
長
じ
て
い
た
、
と
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
こ
れ
は

年
少
期
の
苦
学
に
よ
る
賜
物
で
あ
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
が
劉
芳
の
幼
年
期
か
ら
北
魏
の
官
界
へ
の
出
仕
ま
で
の
略
歴
で
あ
る
。
彼
は
延
昌
二
年
（
五
一
三
）
六
一
歳
で
死
没
す
る
ま
で
、自
身
の
「
博
聞
强
記
」

23-10-387_005-名越健人氏.indd   5523-10-387_005-名越健人氏.indd   55 2024/02/15   13:22:272024/02/15   13:22:27



56

な
学
識
を
活
か
し
て
北
魏
の
学
校
設
置
や
郊
祀
に
関
す
る
様
々
な
実
務
的
な
上
奏
を
行
っ
た
。
そ
し
て
彼
は
経
学
へ
の
造
詣
の
深
さ
か
ら
国
子
祭
酒
を
つ
と
め

る
ま
で
に
至
る
。
先
述
し
た
顔
之
推
の
評
価
に
加
え
、
さ
ら
に
本
伝
の
賛
に
は
「
世
の
儒
宗
、
亦
た
當
年
の
師
表
爲
り
（
爲
世
儒
宗
、
亦
當
年
之
師
表
也
）」

と
記
さ
れ
る
。『
魏
書
』の
撰
者
で
あ
る
魏
収
が
北
魏
の
名
臣
に
肩
入
れ
し
た
筆
致
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
に
せ
よ
、劉
芳
が
経
学
へ
の
造
詣
が
深
く
、

北
魏
の
学
術
界
を
代
表
す
る
位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
劉
芳
が
北
魏
に
お
い
て
果
た
し
た
意
義
に
つ
い
て
、
彼
の
学
問
と
孝
文
帝
の
政
治
政
策
と
の
関
係
性
に
着
目
し
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

⑵
　
劉
芳
の
学
問
と
孝
文
帝
の
改
革

　

先
述
し
た
幼
少
か
ら
蓄
積
さ
れ
た
劉
芳
の
学
識
が
、北
魏
の
政
界
で
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
出
来
事
が
本
伝
の
続
き
に
あ
る
。
そ
れ
は
、

劉
芳
が
南
朝
斉
か
ら
亡
命
し
て
き
た
王
粛13

と
交
わ
し
た
礼
を
め
ぐ
る
論
争
で
あ
る
。
劉
芳
の
北
魏
で
の
活
躍
と
彼
の
学
問
傾
向
を
語
る
上
で
看
過
で
き
な
い
た

め
考
察
を
加
え
た
い
。

　
　

�

王
肅
の
來
奔
す
る
や
、
高
祖�

雅
に
相
器
重
し
、
朝
野�
屬
目
す
。
芳�

未
だ
相
見
る
に
及
ば
ず
。
高
祖�

羣
臣
に
華
林
に
宴
し
、
肅�

語
り
次
い
で
云
は
く
「
古

者�

唯
だ
婦
人
の
み
筓け

い

有
り
、
男
子
は
則
ち
無
し
」
と
。
芳�
曰
は
く
、「
經
の
『
禮
』
の
正
文
を
推
す
に
、
古
者�

男
子
婦
人�

俱
に
筓
有
り
」
と
。
肅�

曰

は
く
、「
喪
服
に
稱
す
ら
く
男
子
は
免ぶ

ん

あ
り
て
婦
人
は
髽ざ

あ
り
、
男
子
は
冠
あ
り
て
婦
人
は
筓
あ
り
と
。
此
の
如
く
ん
ば
、
則
ち
男
子
は
應
に
筓
有
る
べ

か
ら
ず
」
と
。
芳�

曰
は
く
、「
此
れ
專
ら
凶
事
を
謂
ふ
な
り
。『
禮
』
に
『
初
め
て
喪
に
遭
へ
ば
、
男
子
は
免
あ
り
、
時
す
れ
ば
則
ち
婦
人
は
髽
あ
り
、

男
子
は
冠
あ
り
、
時
す
れ
ば
則
ち
婦
人
は
筓
あ
り
』
と
。
俱
に
時
變
ず
れ
ば
、
男
子
婦
人
に
免
髽
・
冠
筓
の
同
じ
か
ら
ざ
る
あ
る
を
言
ふ
な
り
。
又
冠
尊

は
、
故
と
其
の
筓
を
奪
ふ
の
稱
な
り
。
且
つ
互
言
な
れ
ば
、
男
子
に
筓
無
き
を
謂
ふ
に
非
ざ
る
な
り
。
又
『
禮
』
內
則
に
稱
す
ら
く
、『
子
は
父
母
に
事

へ
て
、
雞�

初
め
て
鳴
け
ば
、
纚り

を
櫛

く
し
け
づり
て
笄
も
て
總
ぶ
』
と
。
茲
を
以
て
言
へ
ば
、
男
子
に
筓
有
る
こ
と
明
ら
か
な
り
」
と
。
高
祖�

善
と
稱
す
る
こ
と

之
を
久
し
く
す
。
肅
も
亦
た
芳
の
言
を
以
て
然
り
と
爲
し
、
曰
は
く
、「
此
れ
劉
石
經
に
非
ず
や
」
と
。
昔
漢
の
世
に
三
字
石
經
を
太
學
に
造
り
、
學
者�

文
字�

正
し
か
ら
ざ
れ
は
、
多
く
往
き
て
焉
に
質
す
。
芳�

音
義
明
辨
な
れ
ば
、
疑
わ
し
き
者
は
皆
な
往
き
て
詢
訪
す
、
故
に
時
人�

號
し
て
劉
石
經
と
爲
す
。
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酒�

闌
に
し
て
、
芳�

肅
と
俱
に
出
で
、
肅�

芳
の
手
を
執
り
て
曰
は
く
、「
吾�

少
き
よ
り
來

こ
の
か
た

意
を
『
三
禮
』
に
留
む
。
在
南
の
諸
儒
、
亟し

ば

し
ば
共
に
討
論

す
る
も
、
皆
な
此
の
義
を
謂
ひ
て
吾
の
向
の
言
の
如
し
、
今�

往
釋
を
聞
き
、
平
生
の
惑
を
頓
袪
す
」
と
。
芳
の
理
義�

精
通
す
る
こ
と
、
類�

皆
な
是
の
如

し
。

　
　

�

王
肅
之
來
奔
也
、
高
祖
雅
相
器
重
、
朝
野
屬
目
。
芳
未
及
相
見
。
高
祖
宴
群
臣
於
華
林
、
肅
語
次
云
「
古
者
唯
婦
人
有
筓
、
男
子
則
無
」。
芳
曰
、「
推
經

『
禮
』
正
文
、
古
者
男
子
婦
人
俱
有
筓
。」
肅
曰
、「
喪
服
稱
男
子
免
而
婦
人
髽
、
男
子
冠
而
婦
人
筓
。
如
此
、
則
男
子
不
應
有
筓
。」
芳
曰
、「
此
專
謂
凶

事
也
。『
禮
』『
初
遭
喪
、
男
子
免
、
時
則
婦
人
髽
、
男
子
冠
、
時
則
婦
人
筓
。』
言
俱
時
變
、
而
男
子
婦
人
免
髽
・
冠
筓
之
不
同
也
。
又
冠
尊
、
故
奪
其

筓
稱
。
且
互
言
也
、
非
謂
男
子
無
筓
。
又
『
禮
』
內
則
稱
、『
子
事
父
母
、
雞
初
鳴
、
櫛
纚
筓
總
。』
以
茲
而
言
、
男
子
有
筓
明
矣
。」
高
祖
稱
善
者
久
之
。

肅
亦
以
芳
言
爲
然
、
曰
、「
此
非
劉
石
經
邪
。」
昔
漢
世
造
三
字
石
經
於
太
學
、
學
者
文
字
不
正
、
多
往
質
焉
。
芳
音
義
明
辨
、
疑
者
皆
往
詢
訪
、
故
時
人

號
爲
劉
石
經
。
酒
闌
、
芳
與
肅
俱
出
、
肅
執
芳
手
曰
、「
吾
少
來
留
意
『
三
禮
』。
在
南
諸
儒
、
亟
共
討
論
、
皆
謂
此
義
如
吾
向
言
、
今
聞
往
釋
、
頓
袪
平

生
之
惑
。」
芳
理
義
精
通
、
類
皆
如
是
。

『
魏
書
』
巻
五
五
、
劉
芳
伝

　

高
祖
（
孝
文
帝
）
が
開
い
た
宴
会
で
王
粛
と
礼
に
関
す
る
議
論
を
交
わ
し
た
。
王
粛
は
『
礼
記
』
喪
服
篇
の
記
述
を
論
拠
と
し
て
、
婦
人
の
み
笄
（
か
ん
ざ

し
の
一
種
）
を
装
飾
し
、
男
子
は
装
飾
し
な
い
と
し
た
。
し
か
し
、
劉
芳
は
王
粛
の
論
拠
が
「
凶
事
」
つ
ま
り
、
服
喪
期
間
の
際
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
と

し
た
上
で
、『
礼
記
』
の
記
述
に
基
づ
い
て
、
男
子
も
笄
を
身
に
着
け
る
場
合
が
あ
る
と
反
駁
し
た
。
そ
の
博
識
さ
や
正
鵠
を
射
て
い
た
こ
と
か
ら
、
北
魏
の

孝
文
帝
（
高
祖
）
と
王
粛
は
信
服
し
た
。
ま
た
、
劉
芳
の
経
学
へ
の
造
詣
は
そ
の
字
句
や
音
義
の
正
確
さ
か
ら
、
漢
の
石
経
に
因
ん
で
「
劉
石
經
」
と
呼
ば
れ

る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
酒
宴
の
後
、
王
粛
が
劉
芳
に
述
べ
た
言
葉
に
よ
れ
ば
、
南
朝
の
学
者
た
ち
も
王
粛
と
同
一
の
議
論
を
し
て
お
り
、
劉
芳
の
説
を
聞
い
て
平

生
の
惑
い
が
解
け
た
、
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
劉
芳
の
礼
学
へ
の
造
詣
は
、
南
朝
の
学
者
を
も
凌
駕
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

で
は
な
ぜ
劉
芳
は
戦
乱
に
巻
き
込
ま
れ
て
、
平
斉
民
に
ま
で
身
を
落
と
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
北
魏
の
官
界
で
華
々
し
い
活
躍
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
陳
寅
恪
氏
が
、
当
時
の
北
魏
孝
文
帝
が
南
朝
の
文
化
・
制
度
を
模
倣
し
よ
う
と
し
た
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
に
要
因
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
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る14

。
そ
の
孝
文
帝
の
政
治
方
針
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
そ
れ
は
、「
漢
」
を
模
倣
す
る
い
わ
ゆ
る
漢
化
政
策
と
呼
ば
れ
る
政
治
改
革
の
動
き

で
あ
る
。
こ
の
改
革
は
多
岐
に
亘
る
方
面
で
施
行
さ
れ
て
お
り
、
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、「
国
家
祭
祀
の
改
革
」・「
風
俗
・
習
俗
の
改
正
」・「
宗
廟
制
度
の
改
革
」

等
が
あ
り
、
何
れ
も
「
中
国
化
」
を
志
向
す
る
も
の
で
あ
っ
た15

。
つ
ま
り
、
劉
芳
は
漢
の
文
化
を
積
極
的
に
摂
取
し
、
制
度
改
革
に
努
め
て
い
た
孝
文
帝
の
治

世
の
も
と
、
そ
の
学
問
、
特
に
礼
に
精
通
し
て
い
た
こ
と
を
評
価
さ
れ
て
登
用
さ
れ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

⑶
　
劉
芳
の
著
述

　

劉
芳
の
学
問
は
多
く
の
著
述
に
よ
っ
て
も
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
本
伝
の
記
述
や
『
隋
書
』
経
籍
志
・『
旧
唐
書
』
経
籍
志
・『
新
唐
書
』
芸
文
志
に
基
づ
い

て
示
し
て
お
き
た
い
。（
以
下
、
本
伝
に
著
緑
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、【
本
伝
】
と
し
、『
隋
書
』
経
籍
志
は
【
隋
】、『
旧
唐
書
』
経
籍
志
は
【
旧
】、『
新
唐
書
』

芸
文
志
は
【
新
】
と
表
記
し
た
。）

・
鄭
玄
所
注
『
周
官
儀
禮
音
』【
本
伝
】

・
干
寶
所
注
『
周
官
音
』【
本
伝
】

・
王
肅
所
注
『
尚
書
音
』【
本
伝
】

・
何
休
所
注
『
公
羊
音
』【
本
伝
】

・
范
寧
所
注
『
穀
梁
音
』【
本
伝
】

・
韋
昭
所
注
『
國
語
音
』【
本
伝
】

・
范
曄
『
後
漢
書
音
』【
本
伝
】【
隋
】【
新
】

・『
辨
類
』【
本
伝
】

・『
徐
州
人
地
錄
』【
本
伝
】【
旧
】【
新
】（【
旧
】【
新
】
は
『
徐
地
錄
』
と
す
る
）

・『
急
就
篇
續
注
音
義
證
』【
本
伝
】
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・『
毛
詩
箋
音
義
證
』【
本
伝
】【
隋
】【
旧
】【
新
】

・『
禮
記
義
證
』【
本
伝
】【
隋
】【
旧
】【
新
】

・『
周
官
義
證
』【
本
伝
】

・『
儀
禮
義
證
』【
本
伝
】

・『
漢
靈
獻
二
帝
紀
』【
隋
】

・『
廣
州
先
賢
傳
』【
新
】

　

一
見
し
て
劉
芳
が
経
学
・
史
学
に
亘
る
幅
の
広
い
学
識
を
兼
ね
備
え
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
概
ね
彼
の
著
述
の
中
心
は
音
義
が
占
め
て
お
り
、
三
礼
全
て

に
『
義
證
』
を
作
成
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
彼
が
小
学
や
礼
に
精
通
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
成
果
で
あ
る
と
言
え
る
。
中
で
も
『
毛
詩
箋
音
義
證
』
と
『
禮
記

義
證
』
は
彼
の
代
表
作
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
今
そ
の
逸
文
が
清
・
馬
国
翰
『
玉
函
山
房
輯
佚
書
』
に
蒐
集
さ
れ
て
い
る16

。

　

さ
て
、
こ
こ
で
彼
の
著
述
に
音
注
が
多
数
あ
る
こ
と
に
も
注
目
し
て
お
き
た
い
。
恐
ら
く
こ
れ
ら
は
劉
芳
が
漢
民
族
と
し
て
、
胡
族
が
中
心
を
占
め
る
北
魏

の
官
界
に
お
い
て
、
正
確
な
経
書
や
史
書
の
句
読
や
音
を
伝
え
る
一
役
を
担
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

単
に
彼
の
学
術
の
傾
向
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
先
述
し
た
孝
文
帝
の
政
治
改
革
の
一
つ
で
あ
る
「
風
俗
・
習
俗
の
改
正
」
に
よ
っ
て

施
行
さ
れ
た
「
胡
語
の
禁
止
」
に
よ
り
、
正
確
な
訓
詁
・
音
義
の
伝
授
の
必
要
に
迫
ら
れ
た
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　

ま
た
、
当
時
の
北
朝
社
会
に
は
書
物
が
少
な
く
、
北
魏
の
孝
文
帝
が
書
物
を
南
朝
の
斉
に
求
め
て
い
た
事
実
も
あ
る17

。
こ
の
こ
と
に
加
え
て
、
吉
川
忠
夫
氏

は
北
魏
の
知
識
人
が
南
朝
の
典
籍
を
渇
望
し
て
お
り
、
彼
ら
が
書
物
を
獲
得
す
る
の
は
、
困
難
を
極
め
る
活
動
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る18

。
こ
う
し
た
北
魏

の
知
識
階
層
の
読
書
要
求
と
い
う
社
会
情
勢
も
、
広
範
で
深
い
学
識
を
備
え
て
多
様
な
書
物
に
通
暁
し
て
い
た
劉
芳
が
、
北
魏
で
歓
迎
を
受
け
た
大
き
な
社
会

的
要
因
と
す
る
に
足
る
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
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⑷
　
劉
芳
の
子
息

　

劉
芳
の
学
問
は
子
息
達
に
継
承
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
特
に
懌
・
廞
と
そ
の
子
の
騭
は
父
と
同
じ
く
学
問
を
も
っ
て
高
名
で
あ
っ
た
こ
と
が
伝
わ
る
。

　

長
子
の
懌
に
つ
い
て
は
、「
父
の
風
有
り
、
頗
る
文
翰
を
好
」
ん
だ
と
あ
り
、
劉
芳
の
遺
風
を
継
承
し
て
次
子
の
廞
は
「
好
學
」
で
あ
っ
た
と
あ
る
。
さ
ら

に
彼
は
『
魏
書
』
巻
八
四
、
儒
林
伝
の
序
に
「
永
熙
中
に
、
復
た
國
學
に
釋
奠
す
。
又
顯
陽
殿
に
於
い
て
祭
酒
劉
廞
に
詔
し
て
『
孝
經
』
を
講
ぜ
し
む
、（
永

熙
中
、
復
釋
奠
於
國
學
。
又
於
顯
陽
殿
詔
祭
酒
劉
廞
講
『
孝
經
』、）」
と
あ
り
、
父
同
様
に
儒
学
で
身
を
立
て
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
子
の
騭
は
「
少
く
し
て

風
氣
有
り
、
頗
る
文
史
に
涉
る
」
と
あ
り
、
史
学
に
も
通
じ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
彼
ら
の
学
問
が
父
親
の
劉
芳
譲
り
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
、劉
芳
の
生
涯
と
学
問
を
概
観
し
た
。
孝
文
帝
が
漢
化
を
志
向
す
る
政
治
改
革
を
行
っ
た
社
会
背
景
の
中
で
、劉
芳
は
礼
や
小
学
に
長
じ
て
い
る
と
い
っ

た
、
深
い
学
識
を
活
か
し
て
北
魏
で
活
躍
し
た
。
こ
の
よ
う
な
北
魏
に
お
け
る
劉
芳
の
活
躍
や
そ
れ
に
対
す
る
名
声
は
、
そ
の
ま
ま
劉
氏
一
族
全
体
に
及
ん
だ

よ
う
で
あ
る
。
劉
芳
の
伝
の
末
尾
に
は
族
兄
と
し
て
僧
利
、
そ
の
子
息
、
世
明
の
伝
が
附
さ
れ
、
何
れ
も
北
魏
に
帰
順
し
た
記
述
が
見
え
る19

。
劉
芳
が
北
魏
に

登
用
さ
れ
て
活
躍
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
そ
の
一
族
で
あ
る
彼
ら
も
同
時
に
北
魏
に
帰
順
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

劉
世
明
の
子
で
あ
る
劉
禕
は
北
魏
か
ら
北
斉
へ
と
仕
官
し
て
お
り
、
そ
の
子
息
の
劉
珉
も
北
斉
に
仕
官
し
て
い
る
。
彼
ら
は
劉
芳
の
学
問
を
継
承
し
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
次
に
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

三
―
二
、
劉
禕
・
劉
珉
（
北
魏
・
北
斉
・
隋
）

　

劉
世
明
の
学
問
に
関
し
て
は
劉
芳
の
伝
に
「
頗
る
書
傳
に
涉
る
」
と
し
か
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
好
学
の
士
で
あ
っ
た
こ
と
は
わ
か
る
が
そ
の
実
相
は
知
る
由

も
な
い
。
し
か
し
、
劉
世
明
の
子
で
あ
る
劉
禕
に
つ
い
て
は
、『
北
斉
書
』
巻
三
五
に
伝
が
あ
り
、
彼
は
劉
芳
と
同
じ
く
礼
学
に
精
通
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る20

。

　
　

�

劉
禕
、
字
は
彥
英
、
彭
城
の
人
。
父
の
世
明
は
、
魏
の
兗
州
刺
史
た
り
。
禕
は
性�

弘
裕
、
威
重
有
り
、
容
止�

觀
る
べ
く
、
昵
友
密
交
し
、
朝
夕
に
遊
び
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處
る
と
雖
も
、
敬
を
加
へ
ざ
る
は
莫
し
。
學
を
好
み
、『
三
禮
』
に
善
く
、
吉
凶
儀
制
は
、
尤
も
心
を
留
む
る
所
な
り
。
魏
の
孝
昌
中
に
、
釋
巾
太
學
博

士
た
り
。
睢
州
刺
史
に
累
遷
し
、
邊
人�

其
の
威
信
に
服
し
、
甚
だ
疆
埸
の
和
を
得
た
り
。

　
　

�

劉
禕
、
字
彥
英
、
彭
城
人
。
父
世
明
、
魏
兗
州
刺
史
。
禕
性
弘
裕
。
有
威
重
、
容
止
可
觀
、
雖
昵
友
密
交
、
朝
夕
遊
處
、
莫
不
加
敬
。
好
學
、
善
『
三
禮
』、

吉
凶
儀
制
、
尤
所
留
心
。
魏
孝
昌
中
、
釋
巾
太
學
博
士
。
累
遷
睢
州
刺
史
、
邊
人
服
其
威
信
、
甚
得
疆
埸
之
和
。

『
北
斉
書
』
巻
三
五
、
劉
禕
伝

　

劉
禕
は
北
魏
か
ら
北
斉
に
仕
え
、
北
魏
の
孝
昌
年
間
（
五
二
五
～
五
二
八
）
に
太
学
博
士
と
な
る
。
そ
の
後
、
睢
州
刺
史
と
な
り
南
朝
と
の
国
境
を
警
備
し
、

辺
境
の
人
々
は
そ
の
威
信
に
服
し
た
、
と
あ
る
。「
學
を
好
み
、『
三
禮
』
に
善
く
、
吉
凶
儀
制
は
、
尤
も
心
を
留
む
る
所
」
で
あ
っ
た
こ
と
と
北
魏
の
太
学
博

士
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
す
れ
ば
、
劉
禕
も
劉
芳
と
同
じ
く
自
ら
の
学
識
を
活
か
し
て
北
魏
の
官
界
で
活
躍
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
礼
に
精
通
し
て
い
た

こ
と
は
祖
父
で
あ
る
劉
芳
よ
り
継
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

劉
禕
の
子
息
の
劉
珉
も
北
斉
で
活
躍
し
た
よ
う
で
あ
り
、「
唐
贈
太
子
少
保
劉
知
柔
神
道
碑
」
に
よ
れ
ば
睢
陽
太
守
や
散
騎
常
侍
及
び
文
林
館
学
士
に
従
事

し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
文
林
館
と
は
北
斉
の
後
主
の
も
と
宰
相
の
祖
珽
が
中
心
と
な
っ
て
学
士
を
招
集
し
、
設
立
さ
れ
た
学
術
機
関
で
あ
る
。『
北
斉
書
』
巻

四
五
、
文
苑
伝
の
序
に
は
、
文
林
館
で
行
わ
れ
た
文
化
事
業
で
あ
る
『
修
文
殿
御
覧
』
の
編
纂
に
携
わ
っ
た
学
士
の
一
人
と
し
て
劉
珉
の
名
が
連
ね
ら
れ
て
い

る21

。

　

こ
の
こ
と
か
ら
劉
珉
は
、
当
時
の
北
朝
に
お
け
る
学
術
・
文
化
の
最
前
線
に
身
を
置
い
て
い
た
こ
と
を
看
取
で
き
る
が
管
見
の
限
り
、
彼
が
如
何
な
る
人
物

で
あ
っ
た
か
を
明
確
に
示
す
資
料
は
正
史
に
は
な
い
。
た
だ
し
、『
宣
和
書
譜
』
巻
一
六22

に
は
彼
の
学
術
の
一
端
を
示
す
興
味
深
い
記
述
が
あ
る
。

　
　

�

劉
珉
、
字
は
仲
寶
、
彭
城
の
人
。
書
法
は
王
氏
の
羲
・
獻
父
子
よ
り
以
來
、
其
の
道
は
浸
く
以
て
衰
陋
し
、
齊
に
至
り
て
尤
も
甚
だ
し
。
珉
は
草
隸
を
喜

み
、
遂
に
能
く
俗
學
の
謬
を
一
洗
す
。
羲
之
を
遠
追
し
て
、
頗
る
其
の
法
を
得
て
、
落
筆
の
佳
處
は
、
往
往
に
し
て
古
人
を
淩
轢
し
、
草
書
を
作
す
に
至

り
て
は
益
〻
勝
り
、
乃
ち
復
た
世
に
名
あ
り
。
…
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�

劉
珉
、
字
仲
寶
、
彭
城
人
。
書
法
自
王
氏
羲
・
獻
父
子
以
來
、
其
道
浸
以
衰
陋
、
至
齊
尤
甚
。
珉
喜
草
隸
、
遂
能
一
洗
俗
學
之
謬
。
遠
追
羲
之
、
頗
得
其

法
、
落
筆
佳
處
、
往
往
淩
轢
古
人
、
至
作
草
書
益
勝
、
乃
復
名
世
。
…

『
宣
和
書
譜
』
巻
一
六

　

劉
珉
が
衰
微
し
か
け
て
い
た
王
羲
之
の
書
法
を
復
興
さ
せ
た
能
書
家
で
あ
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。
当
時
の
北
朝
に
お
け
る
書
が
俗
字
の
横
行
に
よ
り
、
南
朝

の
水
準
よ
り
も
劣
っ
て
い
た
こ
と
は
、
顔
之
推
が
『
顔
氏
家
訓
』
雑
芸
篇
で
「
北
朝
の
喪
亂
の
餘
は
、
書
跡
は
鄙
陋
、
加
ふ
る
に
專
輒
造
字
を
以
て
し
、
猥
拙

な
る
こ
と
江
南
よ
り
甚
だ
し
（
北
朝
喪
亂
之
餘
、
書
跡
鄙
陋
、
加
以
專
輒
造
字
、
猥
拙
甚
於
江
南
）」
と
慨
嘆
し
て
い
る
こ
と
か
ら
窺
え
る
。
こ
う
し
た
中
で

王
羲
之
の
書
を
習
得
し
て
い
た
劉
珉
が
北
朝
社
会
で
大
い
に
歓
迎
を
受
け
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

以
上
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
劉
芳
以
来
、
禕
・
珉
が
有
し
た
学
術
は
、
礼
学
や
王
羲
之
の
書
と
い
っ
た
漢
族
の
文
化
の
遺
薫
を
漂
わ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

彼
ら
が
北
朝
に
お
い
て
高
位
に
就
い
て
い
た
の
は
、
も
ち
ろ
ん
祖
父
の
劉
芳
の
影
響
に
よ
る
こ
と
が
大
き
い
が
、
そ
の
背
景
に
は
北
斉
で
顔
之
推
等
が
被
っ
た

と
さ
れ
る
、
北
朝
の
人
々
が
抱
い
た
南
朝
文
化
へ
の
憧
憬
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
彼
ら
が
有
し
た
学
術
や
文
化
が
北
朝
で
羨
望
視
さ
れ
、
高
く

評
価
さ
れ
て
い
た
と
い
う
社
会
的
な
要
因
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る23

。

　

こ
う
し
た
学
術
や
文
化
は
、
劉
珉
の
子
つ
ま
り
劉
知
幾
の
祖
父
に
あ
た
る
務
本
に
継
承
さ
れ
て
い
た
か
は
、
残
念
な
が
ら
確
認
す
る
す
べ
が
な
い24

。
務
本
は

『
新
唐
書
』
宰
相
世
系
年
表
に
隋
の
「
陳
留
縣
長
」
に
従
事
し
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
り
、
正
史
に
お
け
る
記
述
が
な
く
、
彼
の
動
向
を
詳
細
に

示
す
資
料
が
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
劉
知
幾
の
従
祖
父
、
従
父
、
父
は
『
旧
唐
書
』
に
伝
が
あ
り
、
そ
れ
を
見
れ
ば
祖
先
た
ち
の
学
術
の
伝
統
が
連
綿
と
継

承
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

三
―
三
、
劉
胤
之
・
劉
延
祐
・
劉
藏
器
に
つ
い
て
（
隋
・
初
唐
）

　

次
に
『
旧
唐
書
』
巻
一
九
〇
、
文
苑
伝
上
に
立
て
ら
れ
、
劉
知
幾
の
従
祖
父
に
あ
た
る
胤
之
、
従
父
に
あ
た
る
延
祐
、
そ
し
て
父
に
あ
た
る
藏
器
の
伝
に
つ

い
て
検
討
す
る
。
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こ
の
三
名
の
伝
は
『
旧
唐
書
』
文
苑
伝
に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彼
ら
が
文
筆
の
才
に
長
け
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
伝
の
記
述

か
ら
も
窺
い
知
れ
る
。
特
に
隋
か
ら
初
唐
を
生
き
た
劉
胤
之
は
劉
知
幾
と
同
じ
く
、
史
書
編
纂
に
携
わ
っ
た
経
歴
を
持
つ
注
目
す
べ
き
人
物
で
あ
る
。
劉
胤
之

の
伝
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

�

劉
胤
之
は
、
徐
州
彭
城
の
人
な
り
。（
中
略
）
胤
之�

少
く
し
て
學
業
有
り
、
隋
の
信
都
丞
孫
萬
壽
・
宗
正
卿
李
百
藥
と
忘
年
の
友
を
爲
す
。（
中
略
）
永

徽
の
初
、
著
作
郎
・
弘
文
館
學
士
に
累
轉
し
、
國
子
祭
酒
令
狐
德
棻
・
著
作
郎
楊
仁
卿
等
と
、
國
史
及
び
實
錄
を
撰
成
し
、
之
を
奏
上
し
、
陽
城
縣
男
に

封
ぜ
ら
る
。
…

　
　

�

劉
胤
之
、
徐
州
彭
城
人
也
。（
中
略
）
胤
之
少
有
學
業
、
與
隋
信
都
丞
孫
萬
壽
・
宗
正
卿
李
百
藥
爲
忘
年
之
友
。（
中
略
）
永
徽
初
、
累
轉
著
作
郎
・
弘
文

館
學
士
、
與
國
子
祭
酒
令
狐
德
棻
・
著
作
郎
楊
仁
卿
等
、
撰
成
國
史
及
實
錄
、
奏
上
之
、
封
陽
城
縣
男
。
…

『
旧
唐
書
』
巻
一
九
〇
、
文
苑
伝
上

　

若
く
し
て
学
識
を
備
え
、
孫
万
寿
・
李
百
薬
と
厚
い
親
交
が
あ
り
、
永
徽
（
六
五
〇
～
六
五
五
）
の
初
め
に
は
著
作
郎
と
弘
文
館
学
士
と
な
り
、
令
狐
德
棻

と
楊
仁
卿
等
と
国
史
と
実
録
と
を
編
纂
し
た
、
と
あ
る
。
特
に
関
係
が
確
認
で
き
る
孫
万
寿
は
、
北
斉
・
北
周
の
大
儒
で
あ
っ
た
熊
安
生
か
ら
五
経
を
学
ん
だ

学
者
で
あ
り25

、
李
百
薬
は
『
北
斉
書
』
の
撰
者
、
令
狐
德
棻
は
『
周
書
』
の
主
編
者
で
あ
る
。
劉
胤
之
と
交
友
関
係
を
持
っ
た
人
物
は
そ
れ
ぞ
れ
、
経
学
に
通

暁
、
ま
た
は
史
書
編
纂
に
従
事
し
た
者
で
あ
っ
た
。
か
つ
ま
た
劉
胤
之
自
身
も
著
作
郎
と
な
り
、
史
書
編
纂
に
携
わ
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
劉
胤
之
は

経
学
・
史
学
へ
の
造
詣
が
深
い
人
物
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　

次
に
劉
知
幾
の
従
祖
父
に
あ
た
る
延
祐
に
つ
い
て
で
あ
る
。
延
祐
は
官
吏
、
特
に
刑
吏
と
し
て
名
を
著
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　

�

弟
子
の
延
祐
は
、
弱
冠
に
し
て
本
州
進
士
に
舉
げ
ら
れ
、
渭
南
尉
に
累
補
せ
ら
る
。
刀
筆
の
吏
の
能
あ
り
、
畿
邑
と
爲
り
て
當
時
の
冠
た
り
。
司
空
の
李

勣�

嘗
て
謂
ひ
て
曰
は
く
、「
足
下
の
春
秋
は
甫わ

ず

爾か

、
便
ち
大
名
を
擅
に
せ
ん
と
す
れ
ば
、
宜
し
く
稍
や
自
ら
貶
抑
し
、
獨
り
人
の
右
に
出
づ
る
を
爲
す
無
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か
る
べ
し
」
と
。（
中
略
）
徐
敬
業
の
亂
あ
り
て
、
揚
州
の
初
め
て
平
ら
ぐ
や
、
刑
名
有
る
所
は
、
能
く
決
定
す
る
莫
し
、
延
祐�

使
を
奉
じ
て
軍
所
に
至

り
て
之
を
決
す
。
時
に
議
す
る
者�

斷
ず
る
に
賊
よ
り
五
品
の
官
を
受
く
る
者
は
斬
し
、
六
品
者
は
流
す
と
。
延
祐�

以
爲
へ
ら
く
諸
も
ろ
の
元
謀
に
非
ず

し
て
、
迫
脅
せ
ら
れ
て
盜
に
從
ふ
は
、
則
ち
極
刑
を
置
き
、
事�

枉
濫
に
渉
る
は
、
乃
ち
斷
ず
る
に
賊
よ
り
五
品
を
受
く
る
者
は
流
し
、
六
品
已
下
は
俱

に
除
名
す
る
の
み
と
。
其
の
全
濟
を
得
る
者
は
甚
だ
衆
し
。
…

　
　

�

弟
子
延
祐
、
弱
冠
本
州
舉
進
士
、
累
補
渭
南
尉
。
刀
筆
吏
能
、
爲
畿
邑
當
時
之
冠
。
司
空
李
勣
嘗
謂
曰
、「
足
下
春
秋
甫
爾
、
便
擅
大
名
、
宜
稍
自
貶
抑
、

無
爲
獨
出
人
右
也
。」（
中
略
）
徐
敬
業
之
亂
、
揚
州
初
平
、
所
有
刑
名
、
莫
能
決
定
、
延
祐
奉
使
至
軍
所
決
之
。
時
議
者
斷
受
賊
五
品
官
者
斬
、
六
品
者

流
。
延
祐
以
爲
諸
非
元
謀
、
迫
脅
從
盜
、
則
置
極
刑
、
事
涉
枉
濫
、
乃
斷
受
賊
五
品
者
流
、
六
品
已
下
俱
除
名
而
已
。
其
得
全
濟
者
甚
衆
。
…

『
旧
唐
書
』
巻
一
九
〇
、
文
苑
伝
上

　

劉
延
祐
は
高
句
麗
征
伐
な
ど
で
戦
功
を
あ
げ
た
李
勣
か
ら
、
年
若
く
し
て
そ
の
才
を
認
め
ら
れ
た
、
と
あ
る
。
則
天
武
后
期
に
起
き
た
徐
敬
業
の
反
乱
の
平

定
の
際
、
そ
れ
に
加
担
し
た
罪
人
の
刑
罰
を
決
定
し
た
。
彼
は
従
来
論
断
さ
れ
て
い
た
刑
罰
よ
り
寛
容
に
処
置
し
、
救
済
さ
れ
た
者
は
多
数
い
た
と
あ
る
。
要

す
る
に
劉
延
祐
は
、
寛
治
を
推
し
進
め
た
実
務
的
官
僚
と
し
て
活
躍
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　

最
後
に
劉
知
幾
の
父
の
藏
器
に
つ
い
て
は
、
や
や
短
く
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

胤
之
の
從
父
兄
の
子
藏
器
も
、
亦
た
詞
學
有
り
、
官
は
宋
州
司
馬
に
至
る
。
…

　
　

胤
之
從
父
兄
子
藏
器
、
亦
有
詞
學
、
官
至
宋
州
司
馬
。
…

『
旧
唐
書
』
巻
一
九
〇
、
文
苑
伝
上

　

劉
藏
器
も
「
詞
学
」
つ
ま
り
、
文
筆
の
才
を
有
し
た
と
伝
え
る
。
官
位
は
『
新
唐
書
』
宰
相
世
系
年
表
に
比
部
員
外
郎
と
あ
り
、
刑
部
の
比
部
郎
中
の
副
職

に
就
い
て
い
た
。
ま
た
、『
新
唐
書
』
巻
二
〇
一
、
文
芸
伝
上
の
劉
藏
器
の
伝
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
高
宗
と
の
問
答
を
収
録
し
て
い
る
。
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�
延
祐
の
從
弟
藏
器
は
、
高
宗
の
時
に
侍
御
史
爲
り
。
衛
尉
卿
の
尉
遲
寶
琳�

人
を
脅
し
て
妾
と
爲
す
。
藏
器�

劾
し
て
之
を
還
す
も
、
寶
琳�

私
か
に
帝
に
其

の
還
を
止
め
し
め
ん
こ
と
を
請
ひ
、
凡
そ
再
び
劾
し
再
び
止
む
。
藏
器�

曰
は
く
、「
法
は
天
下
の
縣
衡
、
萬
民
の
共
す
る
所
爲
り
、
陛
下�

用
捨
す
る
に

情
に
繇
れ
ば
、
法
は
何
の
施
す
所
ぞ
。
今�

寶
琳�

私
か
に
請
ひ
て
、
陛
下�

之
に
從
ふ
。
臣�

公
も
て
劾
し
て
、
陛
下�

亦
た
之
に
從
ふ
。
今
日
從
ひ
て
、
明

日
改
む
れ
ば
、
下
は
何
の
遵
ふ
所
ぞ
。
彼
の
匹
夫
匹
婦
す
ら
猶
ほ
信
を
失
ふ
を
憚
る
。
況
ん
や
天
子
を
や
」
と
。
帝�

乃
ち
可
と
詔
す
る
も
、
然
し
て
内

に
之
を
銜
み
、
悅
ば
ざ
る
な
り
。
稍
や
あ
り
て
比
部
員
外
郎
に
遷
す
。
監
察
御
史
魏
元
忠�

其
の
賢
を
稱
し
、
帝�

擢
任
し
て
吏
部
侍
郎
と
爲
さ
ん
と
欲
す
。

魏
玄
同�

沮
み
て
曰
は
く
、「
彼
の
道
を
守
る
こ
と
不
篤
な
れ
ば
、
安
ん
ぞ
之
を
用
ひ
ん
」
と
。
遂
に
出
で
て
宋
州
司
馬
と
爲
り
、
卒
す
。

　
　

�

延
祐
從
弟
藏
器
、
高
宗
時
爲
侍
御
史
。
衛
尉
卿
尉
遲
寶
琳
脅
人
爲
妾
。
藏
器
劾
還
之
、
寶
琳
私
請
帝
止
其
還
、
凡
再
劾
再
止
。
藏
器
曰
、「
法
爲
天
下
縣
衡
、

萬
民
所
共
、
陛
下
用
捨
繇
情
、
法
何
所
施
。
今
寶
琳
私
請
、
陛
下
從
之
。
臣
公
劾
、
陛
下
亦
從
之
。
今
日
從
、
明
日
改
、
下
何
所
遵
。
彼
匹
夫
匹
婦
猶
憚

失
信
。
況
天
子
乎
。」
帝
乃
詔
可
、
然
内
銜
之
、
不
悅
也
。
稍
遷
比
部
員
外
郎
。
監
察
御
史
魏
元
忠
稱
其
賢
、
帝
欲
擢
任
爲
吏
部
侍
郎
。
魏
玄
同
沮
曰
、「
彼

守
道
不
篤
者
、
安
用
之
。」
遂
出
爲
宋
州
司
馬
、
卒
。

『
新
唐
書
』
巻
二
〇
一
、
文
芸
伝
上

　

劉
藏
器
は
尉
遲
寶
琳
の
脅
迫
条
件
を
め
ぐ
っ
て
劾
奏
を
再
度
行
う
も
、
尉
遲
寶
琳
の
計
ら
い
に
よ
り
却
下
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
劉
藏
器
は
高
宗
に
法
は
帝

の
私
情
で
乱
し
て
は
な
ら
ず
、
信
を
失
わ
ぬ
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
、
と
諫
言
し
た
。
そ
の
後
、
高
宗
は
魏
元
忠
の
進
言
に
よ
り
劉
藏
器
を
吏
部
侍
郎
に
抜
擢

し
よ
う
と
し
た
が
、
魏
玄
同
の
讒
謗
に
よ
り
宋
州
司
馬
に
貶
謫
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
記
述
は
劉
藏
器
の
人
と
な
り
を
顕
著
に
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
彼
が
高
宗
に
対
し
て
阿
諛
追
従
せ
ず
敢
然
と
諫
言
し
た
姿
勢
は
、
子
の
劉
知

幾
が
史
官
の
堕
落
を
目
の
当
た
り
に
し
、
五
つ
の
批
判
を
提
出
し
て
、
史
職
を
辞
し
た
こ
と
と
似
通
う
も
の
で
も
あ
る26

。
他
に
も
『
全
唐
文
』（
巻
一
六
三
）

に
は
、「
對
恤
刑
策
」・「
對
刑
法
得
失
策
」・「
對
往
代
爲
刑
是
非
策
」
と
い
っ
た
政
治
策
問
へ
の
対
策
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

以
上
を
要
す
る
に
、
劉
知
幾
の
従
祖
父
、
従
父
、
そ
し
て
父
の
伝
は
文
苑
伝
に
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
彼
ら
は
才
筆
の
あ
る
士
人
で
あ
っ
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た
。
従
祖
父
の
劉
胤
之
は
、
当
時
の
史
書
を
編
纂
し
た
士
人
た
ち
と
関
わ
り
、
な
お
か
つ
自
身
も
史
書
編
纂
に
従
事
し
、「
史
学
」
へ
の
造
詣
が
深
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
父
も
自
ら
も
の
し
た
対
策
文
が
数
條
伝
わ
る
。
そ
も
そ
も
、
史
書
を
編
纂
す
る
者
に
は
高
い
才
筆
が
求
め
ら
れ
る
。
劉
知
幾
が
史
書
編
纂
に
携
わ

り
、
史
家
と
し
て
名
を
馳
せ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
自
体
、
こ
う
し
た
才
筆
の
誉
れ
高
い
親
族
の
影
響
を
濃
厚
に
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

四
、『
史
通
』
自
叙
篇
か
ら
見
る
劉
知
幾
の
学
問
形
成

　

以
上
で
検
討
し
た
劉
知
幾
の
祖
先
が
有
し
た
学
術
が
、
劉
知
幾
の
学
問
形
成
に
与
え
た
影
響
は
如
何
ほ
ど
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
史
通
』
叙
事
篇27

の

冒
頭
に
は
、
自
身
が
幼
少
期
に
受
け
た
庭
訓
や
青
年
期
の
学
問
研
鑽
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
彼
の
学
問
形
成
を
知
る
上
で
重
要
な
資
料
で
あ
る
た
め
こ

こ
で
検
討
し
て
お
き
た
い
。

　

劉
知
幾
は
自
身
が
受
け
た
庭
訓
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い
る
。

　
　

�

予
れ�

幼
く
し
て
庭
訓
を
奉
じ
、
早
に
文
學
に
游
ぶ
。
年�

紈
綺
に
在
り
て
、
便
ち
『
古
文
尚
書
』
を
受
く
。
每
に
其
の
辭�

艱
瑣
に
し
て
、
諷
讀
を
爲
し
難

き
に
苦
し
む
。
屢
し
ば
捶
撻
に
逢
ふ
と
雖
も
、而
れ
ど
も
其
の
業�

成
ら
ず
。
嘗
て
家
君
の�

諸
兄
の
爲
に
『
春
秋
左
氏
傳
』
を
講
ず
る
を
聞
き
、每
に
『
書
』

を
廢
し
て
聽
く
。
講�

畢
は
る
に
逮
ん
で
、
即
ち
諸
兄
の
爲
に
之
を
說
く
。
因
り
て
竊
か
に
嘆
き
て
曰
は
く
、「
若
し
書
を
し
て
皆
な
此
の
如
く
な
ら
し
め

ば
、
吾�

復
た
と
怠
ら
ず
」
と
。
先
君�

其
の
意
を
奇
と
し
、
是
に
於
い
て
始
め
て
授
く
る
に
『
左
氏
』
を
以
て
し
、
期
年
に
し
て
講
誦�

都
て
畢
は
る
。
…

　
　

�

予
幼
奉
庭
訓
、
早
游
文
學
。
年
在
紈
綺
、
便
受
『
古
文
尚
書
』。
每
苦
其
辭
艱
瑣
、
難
爲
諷
讀
。
雖
屢
逢
捶
撻
、
而
其
業
不
成
。
嘗
聞
家
君
爲
諸
兄
講
『
春

秋
左
氏
傳
』、
每
廢
『
書
』
而
聽
。
逮
講
畢
、
即
爲
諸
兄
說
之
。
因
竊
嘆
曰
、「
若
使
書
皆
如
此
、
吾
不
復
怠
矣
。」
先
君
奇
其
意
、
於
是
始
授
以
『
左
氏
』、

期
年
而
講
誦
都
畢
。
…

『
史
通
』
自
叙
篇
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劉
知
幾
は
幼
少
の
頃
か
ら
庭
訓
を
受
け
、
学
芸
に
触
れ
た
。
年
少
に
な
り
『
古
文
尚
書
』
を
授
か
る
も
成
就
せ
ず
、
兄
た
ち
が
『
左
氏
伝
』
を
教
授
さ
れ
て

い
る
の
を
聞
き
、
俄
然
興
味
を
示
し
、
父
祖
よ
り
『
左
氏
伝
』
を
授
か
っ
た
、
と
あ
る
。
こ
う
し
た
父
祖
か
ら
の
庭
訓
に
よ
り
、『
旧
唐
書
』
の
劉
知
幾
の
伝

に
は
「
兄
の
知
柔
と
倶
に
文
詞
を
善
く
す
る
を
以
て
名
を
知
ら
る
（
與
兄
知
柔
倶
以
善
文
詞
知
名
）」
と
、
兄
と
同
じ
く
文
章
で
名
を
馳
せ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
あ
る
。
こ
れ
は
、
劉
知
幾
の
学
問
が
、
父
か
ら
の
教
授
無
し
に
は
形
成
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
先
に
検
討
し
た
彭
城
劉
氏
一
族
が
有
し
た

好
学
の
気
風
や
伝
統
は
、
彼
の
学
問
の
基
礎
的
な
形
成
過
程
で
多
大
な
る
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
彼
の
学
問
形
成
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
家
内
で
の
伝
授
の
み
を
強
調
す
る
こ
と
は
い
さ
さ
か
躊
躇
を
覚
え
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
自
叙
篇
に
続
き
に

以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　

�

次
い
で
又
『
史
』・『
漢
』・『
三
國
志
』
を
讀
み
て
既
に
古
今
の
沿
革
・
歷
數
の
相
承
く
る
を
知
ら
ん
と
欲
し
、
是
に
於
い
て
類
に
觸
れ
て
觀
て
、
師
訓
を

假
ら
ず
。
漢
の
中
興
し
て
よ
り
已
降
、
皇
家
の
實
錄
に
迄
び
、
年
十
有
七
に
し
て
、
窺
覽
す
る
こ
と
略
ぼ
周
し
。
其
の
讀
書
す
る
所
は
、
多
く
假
賃
に
因

る
。
部
帙�

殘
缺
し
、
篇
第�

遺
有
る
と
雖
も
、
敘
事
の
紀
綱
、
立
言
の
梗
概
に
至
り
て
は
、
亦
た
粗
ぼ
之
を
知
る
。
但
だ
時
に
於
い
て
將
に
仕
進
を
求
め

ん
と
し
、
揣し

ま摩
を
兼
習
し
、
諸
史
に
專
心
す
る
に
至
つ
て
は
、
我�

則
ち
未
だ
暇
あ
ら
ず
。
年
の
弱
冠
に
登
る
に
洎
ん
で
、
射
策
も
て
朝
に
登
り
、
是
に

於
い
て
思
ひ
餘
閑
有
り
、
本
願
を
遂
ぐ
る
を
獲
た
り
。
京
洛
に
旅
游
し
、
頗
る
歲
年
を
積
み
、
公
私
に
書
を
借
り
て
、
情
に
恣
せ
て
披
閱
す
。
…

　
　

�

次
又
讀
『
史
』・『
漢
』・『
三
國
志
』
既
欲
知
古
今
沿
革
・
歷
數
相
承
、
於
是
觸
類
而
觀
、
不
假
師
訓
。
自
漢
中
興
已
降
、
迄
乎
皇
家
實
錄
、
年
十
有
七
、

而
窺
覽
略
周
。
其
所
讀
書
、
多
因
假
賃
。
雖
部
帙
殘
缺
、
篇
第
有
遺
、
至
於
敘
事
之
紀
綱
、
立
言
之
梗
概
、
亦
粗
知
之
矣
。
但
於
時
將
求
仕
進
、
兼
習
揣

摩
、
至
於
專
心
諸
史
、
我
則
未
暇
。
洎
年
登
弱
冠
、
射
策
登
朝
、
於
是
思
有
餘
閑
、
獲
遂
本
願
。
旅
游
京
洛
、
頗
積
歲
年
、
公
私
借
書
、
恣
情
披
閱
。
…

　
　
『
史
通
』
自
叙
篇

　

劉
知
幾
の
学
的
探
求
の
方
向
は
史
書
へ
と
向
か
い
、
実
際
に
歴
代
の
史
書
を
読
破
し
た
い
と
考
え
た
、
と
あ
る
。
こ
こ
で
の
彼
の
読
書
体
験
に
注
目
し
た
い
。

彼
は
、「
師
訓
を
假
ら
ず
」、
つ
ま
り
先
師
の
教
え
に
依
ら
な
い
独
創
的
な
修
学
姿
勢
を
取
り
、
な
お
か
つ
、
そ
の
書
物
の
多
く
は
「
假
賃
に
因
る
」
と
い
う
貸
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与
に
よ
り
読
書
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
読
書
は
、
科
挙
へ
の
受
験
に
向
け
て
一
度
途
絶
え
た
よ
う
だ
が
、
科
挙
登
第
後
も
ま
た
続
き
、
余
暇
を
得
て
は
都

で
「
公
私
に
書
を
借
り
」
て
意
の
ま
ま
に
総
覧
し
た
、
と
あ
る
。

　

こ
う
し
た
書
物
を
「
仮
賃
」
し
て
い
た
劉
知
幾
の
読
書
体
験
に
つ
い
て
、
井
上
進
氏
は
「
れ
っ
き
と
し
た
家
柄
を
誇
る
貴
族
の
子
弟
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
」

で
き
た
こ
と
で
あ
り
、「
彼
が
家
柄
と
官
位
の
双
方
を
具
備
し
た
、
正
真
正
銘
の
特
権
階
級
な
る
が
ゆ
え
に
実
現
で
き
た
こ
と
」
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る28

。

つ
ま
り
、
劉
知
幾
が
生
き
た
初
唐
も
六
朝
期
以
来
の
貴
族
制
が
根
強
く
存
在
し
て
お
り
、
読
書
な
い
し
は
学
問
も
貴
族
の
子
弟
の
み
に
限
ら
れ
た
閉
鎖
的
な
も

の
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
劉
知
幾
の
読
書
も
家
格
の
高
さ
が
あ
っ
て
こ
そ
実
現
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
読
書
自
体
が
貴
族
階
級
に
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、「
師
訓
を
假
ら
ず
」、「
假
賃
に
因
る
」
と
い
う
劉
知
幾
の
読
書
の
姿
勢
は
、
彼

が
旧
来
の
学
説
を
墨
守
し
な
い
、
比
較
的
自
由
な
学
問
を
形
づ
く
る
契
機
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
な
い
か
。『
史
通
』
に
旺
盛
な
経
書
へ
の
批
判
や
、
旧
来
の

学
説
へ
の
疑
義
が
散
見
さ
れ
る
の
も
こ
う
し
た
彼
の
読
書
体
験
に
起
因
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か29

。
も
ち
ろ
ん
、
彭
城
劉
氏
が
有
し
た
伝
統
が
彼
に
与
え
た
影

響
は
、
多
大
な
も
の
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
が
、
一
方
で
彼
の
学
問
の
研
鑽
期
に
お
け
る
読
書
体
験
も
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。

五
、
お
わ
り
に

　

本
稿
で
考
察
し
た
結
果
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
通
り
と
な
る
。

①　

�

劉
知
幾
の
系
属
で
あ
る
彭
城
劉
氏
は
、
漢
室
を
淵
源
と
し
て
、
代
々
好
学
の
士
や
高
官
を
輩
出
し
た
望
族
で
あ
り
、
南
北
朝
隋
唐
を
通
し
て
概
ね
そ
の
家

格
は
変
わ
ら
な
い
。

②　

�

南
朝
の
貴
族
で
あ
っ
た
一
族
は
梁
末
の
混
乱
に
巻
き
込
ま
れ
て
、
劉
芳
は
平
斉
民
す
な
わ
ち
北
魏
の
捕
虜
と
し
て
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
し
か
し

彼
は
こ
う
し
た
苦
境
の
中
で
も
学
問
に
励
み
、
特
に
礼
学
・
小
学
に
精
通
し
、
北
魏
に
仕
官
し
て
大
儒
と
し
て
活
躍
し
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
北
魏
孝
文

帝
が
推
進
し
た
漢
化
を
志
向
す
る
政
治
改
革
や
、
漢
文
化
を
歓
迎
す
る
社
会
情
勢
と
い
っ
た
北
魏
の
社
会
的
要
因
が
あ
っ
た
。

③　

�

劉
芳
の
子
息
や
親
族
も
北
魏
に
帰
順
し
、
彼
ら
も
劉
芳
の
学
問
を
継
承
し
て
い
た
。
さ
ら
に
劉
禕
・
劉
珉
も
劉
芳
と
同
じ
く
、
礼
学
や
王
羲
之
の
書
法
と
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い
っ
た
自
ら
の
有
し
た
学
術
や
文
化
を
も
っ
て
北
朝
社
会
に
歓
迎
を
受
け
た
と
想
定
さ
れ
る
。

④　

�
劉
知
幾
の
従
祖
父
、
従
父
、
そ
し
て
父
の
世
代
に
至
る
と
才
筆
の
誉
れ
高
い
士
人
を
輩
出
す
る
よ
う
に
な
り
、
従
祖
父
に
あ
た
る
胤
之
は
史
書
編
纂
に
携

わ
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
劉
知
幾
の
学
問
形
成
に
直
接
的
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑤　

�『
史
通
』
自
叙
篇
に
は
、
劉
知
幾
が
父
か
ら
受
け
た
庭
訓
の
様
子
が
述
懐
さ
れ
て
い
る
。
彭
城
劉
氏
の
祖
先
が
代
々
蓄
積
し
て
き
た
学
術
や
文
化
が
、
劉

知
幾
の
学
問
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
確
定
的
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
側
面
の
み
を
強
調
す
る
の
で
は
な
く
、
劉
知
幾
の
学
術
の
特

色
を
顧
慮
す
れ
ば
、
彼
の
大
き
な
学
問
研
鑽
期
に
お
け
る
「
師
訓
を
假
ら
」
な
い
独
創
的
な
発
想
を
重
視
す
る
読
書
体
験
も
忽
視
し
て
は
な
ら
な
い
も
の

で
あ
る
。

　

特
に
⑤
の
劉
知
幾
の
学
問
研
鑽
期
に
お
け
る
読
書
体
験
は
、
彼
の
学
術
の
方
向
性
を
決
定
づ
け
た
可
能
性
が
高
い
。
さ
ら
に
こ
の
こ
と
は
、
特
定
の
師
よ
り

継
承
さ
れ
た
「
章
句
の
学
」
を
重
視
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
六
朝
期
か
ら
、
そ
れ
へ
の
依
存
度
が
低
下
す
る
よ
う
に
な
る
唐
代
後
期
の
学
術
へ
の
形
態
上
の
変
容

を
示
唆
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い30

。
こ
う
し
た
、
六
朝
期
か
ら
中
唐
期
に
か
け
て
の
学
術
形
態
の
相
違
に
関
す
る
考
察
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た

い
。

注

１　

吉
川
忠
夫
氏
「
六
朝
時
代
に
お
け
る
家
学
と
そ
の
周
辺
」（
小
南
一
郎
氏
『
学
問
の
か
た
ち
―
も
う
一
つ
の
中
国
思
想
史
―
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
四
年
）
後
に
『
六
朝
隋
唐
文
史

哲
論
集
Ⅰ
』（
法
藏
館
、
二
〇
二
〇
年
所
収
）。
引
用
は
『
六
朝
隋
唐
文
史
哲
論
集
Ⅰ
』
二
五
六
頁
か
ら
。

２　

傅
振
倫
氏
『
劉
知
幾
年
譜
』（
商
務
印
書
館
、
一
九
五
六
年
）
三
「
劉
知
幾
之
家
世
」（
二
〇
頁
～
二
六
頁
）
で
は
、
旧
来
の
学
者
同
様
、
劉
知
幾
の
学
術
家
学
に
淵
源
す
る
と
し
た

上
で
、
親
族
や
子
息
に
関
す
る
資
料
が
蒐
集
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
範
囲
が
従
祖
父
・
祖
父
・
父
・
兄
・
子
息
・
孫
の
み
に
限
ら
れ
て
い
る
。
許
凌
雲
氏
『
劉
知
幾
評
伝
』（
南

京
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
第
一
章
「
命
世
大
才
」（
一
四
頁
～
一
五
頁
）
に
は
劉
知
幾
の
家
系
は
「
書
香
門
弟
」
と
し
て
、
従
祖
父
・
父
・
兄
の
人
物
像
を
描
き
出
し
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
先
行
研
究
で
は
、
検
討
対
象
が
劉
知
幾
の
父
祖
や
兄
に
限
ら
れ
て
お
り
、
か
つ
家
学
が
劉
知
幾
へ
与
え
た
影
響
の
程
度
に
つ
い
て
も
不
明
瞭
で
あ
る
。

３　
『
旧
唐
書
』
巻
一
〇
二
及
び
『
新
唐
書
』
巻
一
三
二
の
劉
知
幾
伝
。

４　

劉
禹
錫
の
別
集
で
あ
る
「
劉
賓
客
文
集
」
の
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』（
商
務
印
書
館
、
一
九
七
一
年
）
集
部
三�

別
集
類
三
に
は
「
唐
書
禹
錫
本
傳
、
稱
爲
彭
城
人
。
蓋
舉
郡
望
。

實
則
中
山
無
極
人
」
と
あ
る
。
た
だ
し
、「
子
劉
子
自
伝
」『
劉
萬
錫
集
（
中
国
古
典
文
学
基
本
叢
書
）』（
巻
三
九
）
に
よ
れ
ば
、
遠
祖
は
中
山
の
出
と
す
る
が
、
籍
貫
は
洛
陽
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
池
田
温
氏
「
唐
代
の
群
望
表
（
上
）」（『
東
洋
学
報
』
巻
四
二
、
第
三
号
、
一
九
五
九
年
）（
七
九
頁
）
に
彭
城
郡
六
姓
に
劉
と
あ
る
。

５　
『
魏
書
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
四
年
）・『
北
斉
書
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
二
年
）・『
隋
書
』（
一
九
七
三
年
）『
旧
唐
書
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
五
年
）・『
新
唐
書
』（
中
華
書
局
、

一
九
七
五
年
）
に
拠
っ
た
。

６　
『
元
和
姓
纂
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
八
年
）
巻
五
、
劉
氏
の
頁
。

７　

系
譜
の
作
成
に
あ
た
り
、
趙
超
氏
『
新
唐
書
宰
相
世
系
年
表
校
集
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
八
年
）、『
元
和
姓
纂
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
八
年
）
巻
五
、
劉
（
彭
城
）
の
頁
及
び
そ

の
羅
振
玉
・
岑
仲
勉
両
氏
の
校
注
、『
魏
書
』
巻
五
五
、
劉
芳
伝
及
び
劉
知
幾
の
兄
、
劉
知
柔
の
神
道
碑
で
あ
る
李
邕
「
唐
贈
太
子
少
保
劉
知
柔
神
道
碑
」（『
全
唐
文
』
巻
二
六
四
、

上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
に
基
づ
い
た
。
ま
た
傅
振
倫
氏
『
劉
知
幾
年
譜
』（
商
務
印
書
館
、
一
九
五
六
年
）
の
世
系
表
（
一
六
頁
～
一
九
頁
）
も
参
照
し
た
。

８　
『
北
史
』
巻
四
二
に
も
劉
芳
の
伝
が
あ
る
。
な
お
、
北
魏
の
儒
学
と
劉
芳
の
経
学
に
つ
い
て
は
、
焦
桂
美
氏
『
南
北
朝
経
学
史
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）
第
一
章
「
関

于
南
北
朝
経
学
的
宏
観
考
察
」
第
四
節
「
経
学
家
的
遷
徙
与
南
北
朝
経
学
」
及
び
第
三
章
「
北
朝
経
学
」
第
一
節
「
北
朝
経
学
発
展
概
況
」
第
二
章
「
北
朝
経
学
風
尚
之
変
遷
」
を

参
照
し
た
。

９　

以
下
の
引
用
は
『
顔
氏
家
訓
集
解
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
）
に
拠
る
。

10　
「
平
斉
民
」
に
つ
い
て
は
、
唐
張
孺
氏
『
魏
晋
南
北
朝
史
論
叢
續
編
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
一
年
）「
北
魏
的
青
齊
土
民
」
を
参
照
。
唐
氏
は
平
斉
民
と
し
て
平
原
劉
氏
や
東
河
崔

氏
等
を
挙
げ
て
い
る
。
な
お
、
平
原
劉
氏
と
劉
孝
標
に
つ
い
て
は
、
榎
本
あ
ゆ
ち
氏
「
劉
孝
標
を
め
ぐ
る
人
々
―
南
朝
政
治
史
上
の
平
原
劉
氏
―
」（『
六
朝
学
術
学
会
報
』
第
十
五

集
、
二
〇
一
五
年
）
に
詳
し
い
。

11　

谷
川
道
男
氏
『
増
補
隋
唐
帝
国
形
成
史
論
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
八
年
）
第
Ⅱ
編
「
北
魏
統
一
帝
国
の
支
配
構
造
と
貴
族
制
社
会
」
第
三
章
「
北
魏
末
の
内
乱
と
城
民
」（
二
〇
八

頁
）
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12　

徳
泉
さ
ち
氏
「
平
斉
民
が
北
魏
書
法
に
与
え
た
影
響
」（『W

A
SED

A
�RILA

S�JO
U
RN
A
L

』
巻
九
、二
〇
二
一
年
）。

13　

王
粛
に
つ
い
て
は
『
魏
書
』
巻
五
一
に
伝
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
「
王
肅
、
字
恭
懿
、
瑯
邪
臨
沂
人
。
司
馬
衍
丞
相
導
之
後
也
。
父
奐
、
蕭
賾
尚
書
左
僕
射
。
肅
少
而
聰
辯
、
涉
獵
經

史
、
頗
有
大
志
。
仕
蕭
賾
、
歷
著
作
郎
・
太
子
舍
人
・
司
徒
主
簿
・
秘
書
丞
。
肅
自
謂
『
禮
』・『
易
』
爲
長
、
亦
未
能
通
其
大
義
也
。
父
奐
及
兄
弟
並
爲
蕭
賾
所
殺
、
肅
自
建
業
來

奔
。
是
歲
、
太
和
十
七
年
也
。」
と
あ
り
、
彼
は
斉
の
武
帝
で
あ
る
蕭
賾
に
よ
り
父
と
兄
弟
が
殺
さ
れ
、
北
魏
に
亡
命
し
た
南
朝
出
身
の
人
士
で
あ
る
。

14　

陳
寅
恪
氏
『
隋
唐
制
度
淵
源
略
論
稿
』（
江
蘇
人
民
出
版
社
、
二
〇
二
〇
年
）
一
一
頁
に
は
、
劉
芳
の
他
、
同
様
な
境
遇
に
い
た
崔
光
も
例
に
挙
げ
て
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。「
劉
芳
・

崔
光
皆
南
朝
俘
虜
、
其
所
以
見
知
於
魏
孝
文
及
其
嗣
主
者
、
乃
以
北
朝
正
欲
摹
倣
南
朝
之
典
章
文
物
、
而
適
値
其
會
、
故
能
抜
起
俘
囚
、
致
身
通
顯
。」
と
あ
る
。
ち
な
み
に
先
の

王
粛
も
北
魏
に
南
朝
の
文
化
を
伝
え
た
人
物
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

15　

川
本
芳
昭
氏
『
中
華
の
崩
壊
と
拡
大　

魏
晋
南
北
朝
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
二
〇
年
、
初
出
は
二
〇
〇
五
年
）
第
七
章
「
北
魏
孝
文
帝
の
改
革
」（
二
四
三
頁
）
及
び
田
村
實

造
氏
「
北
魏
孝
文
帝
の
政
治
」（『
東
洋
史
研
究
』
巻
四
一
、三
号
、
一
九
八
二
年
）
参
照
。

16　
『
玉
函
山
房
輯
佚
書
』（
中
文
出
版
社
、
一
九
七
九
年
）
經
編
詩
類
第
二
一
册
及
び
經
編
禮
記
類
第
三
四
册
。『
太
平
御
覧
』
や
『
文
選
』
李
善
注
、『
礼
記
正
義
』
等
に
引
用
さ
れ
て

い
た
も
の
を
蒐
集
し
て
い
る
。

17　
『
隋
書
』
巻
三
二
、
経
籍
志
の
序
に
「
…
孝
文
徙
都
洛
邑
、
借
書
於
齊
、
祕
府
之
中
、
稍
以
充
實
。」
と
あ
る
。

18　

吉
川
忠
夫
氏
「
北
魏
孝
文
帝
借
書
攷
」（『
東
方
学
』
九
六
輯
、
一
九
九
八
年
後
に
『
六
朝
隋
唐
文
史
哲
論
集
Ⅰ
』（
法
藏
館
、
二
〇
二
〇
年
所
収
）。

19　

本
伝
に
、
劉
僧
利
は
、
高
祖
が
徐
州
に
行
幸
し
た
時
に
引
見
し
、
徐
州
別
駕
に
取
り
立
て
ら
れ
た
と
あ
る
。

20　
『
北
斉
書
』
の
本
伝
は
禕
に
作
り
、『
新
唐
書
』
宰
相
世
系
表
は
偉
に
作
り
、「
唐
贈
太
子
少
保
劉
知
柔
神
道
碑
」
は
禕
に
作
る
。
本
稿
で
は
劉
禕
と
統
一
し
て
表
記
す
る
。

21　

北
斉
の
文
林
館
に
つ
い
て
は
、
尾
崎
康
氏
「
北
斉
の
文
林
館
と
修
文
殿
御
覧
」（『
史
学
』
四
〇
巻
、
第
二
・
三
号
、
一
九
六
七
年
）
を
参
照
。

22　

引
用
は
『
宣
和
書
譜
』（
浙
江
人
民
美
術
出
版
社
、
二
〇
二
二
年
）
に
拠
る
。

23　

吉
川
忠
夫
氏
「
顔
之
推
小
論
」（『
東
洋
史
研
究
』
二
〇
巻
、
第
五
号
、
一
九
六
二
年
後
に
「
顔
之
推
論
」
と
し
て
『
六
朝
精
神
史
研
究
』（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
四
年
所
収
）。

二
六
九
頁
に
「
顔
之
推
も
、
梁
の
文
帝
治
下
の
空
氣
を
吸
っ
て
育
っ
た
江
南
文
化
人
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
北
齊
貴
族
社
會
か
ら
歡
迎
を
う
け
た
で
あ
ろ
う
し
、
た
し
か
に
江
南
人
と

し
て
の
矜
持
が
、
亡
命
者
た
る
彼
を
わ
ず
か
に
支
え
て
い
た
か
の
よ
う
に
も
み
え
る
。」
と
あ
る
。
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24　

古
勝
隆
一
氏
は「
隋
代
儒
教
の
地
域
性
―
特
に
山
東
儒
者
に
つ
い
て
」（
船
山
徹
氏
編『
中
国
印
度
宗
教
史　

と
く
に
仏
教
史
に
お
け
る
書
物
の
流
通
伝
播
と
人
物
移
動
の
地
域
特
性
』

（
科
学
研
究
費
、
二
〇
一
一
年
）
後
に
『
中
国
中
古
の
学
術
と
社
会
』（
法
蔵
館
、
二
〇
二
一
年
所
収
）
中
文
版
は
「
隋
代
儒
家
的
地
域
性
：
以
山
東
為
中
心
」
と
し
て
『
林
慶
彰
教

授
七
秩
華
誕
壽
慶
論
文
集
』（
万
巻
楼
図
書
公
司
、二
〇
一
八
年
）
後
に
『
漢
唐
注
疏
寫
本
研
究
』（
社
会
科
学
文
獻
出
版
社
、二
〇
二
一
年
所
収
）
で
北
斉
か
ら
隋
の
学
界
に
加
わ
っ

た
集
団
、
特
に
「
冀
州
」・「
兗
州
」
を
本
貫
と
す
る
人
士
は
「
山
東
儒
者
」
と
し
て
伝
統
的
な
儒
学
を
保
有
し
、
隋
の
学
界
に
お
い
て
優
位
性
を
誇
っ
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

劉
務
本
は
北
斉
か
ら
隋
に
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
隋
に
お
い
て
も
北
朝
期
と
同
じ
く
家
格
を
著
し
く
落
と
す
こ
と
は
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

25　
『
隋
書
』
巻
七
六
、
文
学
伝
。

26　

劉
知
幾
が
監
修
国
史
で
あ
っ
た
蕭
至
忠
に
史
局
の
欠
点
を
指
摘
し
た
上
書
は
、『
史
通
』
忤
時
篇
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

27　

以
下
の
引
用
は
『
史
通
通
釈
（
清
代
学
術
名
著
叢
刊
）』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）
に
拠
る
。

28　

井
上
進
氏
『
中
国
出
版
文
化
史
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
）
第
六
章
「
新
旧
の
相
克
」
引
用
は
一
〇
一
頁
か
ら
。

29　

劉
知
幾
の
経
書
批
判
に
つ
い
て
は
稲
葉
一
郎
氏
「
中
唐
の
新
儒
家
運
動
の
一
考
察
―
劉
知
幾
の
経
書
批
判
と
啖
・
趙
・
陸
氏
の
春
秋
学
―
」（『
中
国
中
世
史
研
究
』、
東
海
大
学
出

版
会
、
一
九
七
〇
年
）、
後
に
「
劉
知
幾
の
経
書
批
判
と
中
唐
の
新
儒
学
運
動
」『
中
国
史
学
史
の
研
究
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
所
収
）
を
参
照
。

30　

中
唐
期
に
お
け
る
「
章
句
の
学
」
か
ら
の
脱
却
は
、
例
え
ば
杜
佑
が
『
通
典
』
の
序
で
「
佑
少
嘗
讀
書
、
而
性
且
蒙
固
、
不
達
術
數
之
藝
、
不
好
章
句
之
學
」
と
自
ら
の
学
問
的
立

場
に
つ
い
て
明
言
し
て
い
る
こ
と
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。『
通
典
（
中
国
史
学
基
本
典
籍
叢
刊
）』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
六
年
）
に
拠
る
。
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